
会員向け啓発事業

実　施　日： 令和６ 年11月５ 日（ 火）　 　 参　加　者： 会員14社17名
視　察　先： 三菱重工エンジン & ターボチャ ージャ株式会社、 東急建設株式会社　 技術研究所

令和６ 年11月５ 日（ 火） に14社、 事務局を 含め

た総勢21名の参加にて、「 三菱重工エンジン＆タ ー

ボチャ ージャ ㈱」、 及び「 東急建設㈱技術研究所」

の２ 社を環境保全先進事例と し て視察し ま し た。

三菱重工エンジン＆タ ーボチャ ージャ ㈱では脱

炭素の取組と し て自社製の水素発電設備の実証試

験を 行う 他、 自家発コ ージェ ネレ ーショ ン設備や

太陽光、 蓄電池を 用い分散型電源設備を 構築、 広

範な生産プラ ント においてオフ グリ ッ ド での自立

給電シス テムが成立し ている こ と に大変感銘を 受

けま し た。同社は2050年のゼロ カーボンを待たず、

2040年にク リ アする 目標を 設定し ている と のこ と

です。

東急建設㈱技術研究所では既存建物における

ZEB 化に関する 技術力の蓄積を図り ながら 研究所全体の省エネ・ 創エネに取り 組んでおり ま し た。 外断熱化、

自然換気、 放射空調シス テムに加え、 熱利用が想像以上に効率を高めている こ と に驚き ま し た。

ま た水素貯蔵発電シス テムにも 取り 組んでおり 、 エネルギーのピーク カッ ト を図っている 点にも 感銘を受

けま し た。

今回、 ２ 社の視察を通じ 、 水素発電の技術がすぐ そこ にある こ と 、 省エネには熱利用がと ても 有効である

こ と を改めて実感する 機会と なり ま し た。

東京電力パワ ーグリ ッ ド ㈱　 服部

■ 令和６ 年度　 先進事例等視察

市内事業者の環境に関する 取組促進を 図る ため、 一般財団

法人　 日本環境衛生セン タ ーよ り 講師を むかえ、 資源循環に

関する 最新の動向等を 踏ま えた脱炭素社会に向けた取組につ

いてセミ ナーを開催し ま し た。

■ 令和６ 年度 環境セミ ナー

　「 資源循環を踏まえた脱炭素社会に向けたごみ処理の今後の展望と 課題」

実　施　日： 令和７ 年２ 月19日（ 水）
会　 　 場： エコ パーク さ がみはら
　 　 　 　 　 オンラ イ ン併用（ Webinar を 使用）
参　加　者： 現地会場24名、 オンラ イ ン18名（ 最大同時接続数）
講　 　 師： 一般財団法人　 日本環境衛生センタ ー
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